
■市民の皆様からいただいた「市長への手紙」に対する回答の内容をまとめました。 

 

 

 

■市長名で回答した「市長への手紙」（受付年月：令和８年５月分） 

対応状況凡例：○＝手紙の内容に応じて対応済 

△＝手紙の内容を検討中 

×＝手紙の内容に対応できない 

―＝上記以外 

NO. 種別 件名 要旨 
対応 

所管課 
内容 状況 

１ 
メー

ル 

食糧難に備

えて 

市長、今世界的戦争が起きている中、今後大変な時代に

なってきます。こんな中、個人個人の農業と地域での助

け合いがかなり重要となってきます。高齢化して農業が

できない人がたくさんでてきているかと思います。こう

いう農地を市とその土地を所有している人との間で所有

する人とのやり取りをしていただき、その所有している

人がだれかに無償で貸してくれるということとなった場

合にはその方の固定資産税は無償にし、その土地は市民

によびかけ、農業がわかる人を指導者としてやりたい人

が一緒にあつまり、指導をうけながらみんなで作物をつ

くるというように、みんなで食糧難にも対処して、荒地

になるのも防げて、市民の交流の輪も広がり、地域のつ

ながりができ、一人暮らしの人たちもみんなの輪の中に

はいれて、いい町づくりになると思います。 

今こそ、市長が市民によびかけ、今の困難な食糧難を乗

り越えるために立ち上がっていただきたいです。 

市で自給自足をめざす市にしてください。 

私の意見ではありますが、市政にどうかとりいれてくだ

さい。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

この度は、市長への手紙をいただきありがとうございま

す。 

お問い合わせいただきました「食糧難に備えて」につい

て、回答いたします。 

国際情勢による物価の高騰に拍車がかかり、食料品に限

らず消費者への影響が増してきております。本市としても

農業の視点から、地産地消の促進等に加え、農業資材や光

熱費等に係る農業従事者・茶商への支援を進めているとこ

ろです。 

 

さて、〇〇様からの農地利用をはじめとする農業施策に

ついてのご提案をいただきました。 

関連するものとして、耕作を休止した農地を区分けして

利用を募り、利用者が自家用野菜や花などを栽培する市民

農園の取組が一例として挙げられます。 

市民農園では、開設者による野菜栽培等の指導や利用者

どうしの交流を目的に、立毛品評会や講師を招いての栽培

講習会を開催するなど様々な取組が行われています。市で

把握している市民農園は、市内に３か所ございます。ご興

味がございましたら、ぜひお問い合わせをお願いします。 

 

農業者の高齢化や担い手不足による農地の荒廃、気候変

動や海外の動向に影響される食料の供給不足は大きな課題

として捉えられており、昨年も米不足という目に見える形

となりました。 

こういった点を踏まえ、国は、農業者が適正な価格で農

産物を販売し、農業の持続可能性を高める「食料システム

○ 
農業振興課 

（36-7168） 

○市長名で回答した「市長への手紙」： ６件 

○上記以外の「市長への手紙」   ：１７件（担当課対応、匿名、回答不要、市政に直接関係のない内容等） 



法」をこの４月に施行するなど、新たな動きが出ていま

す。 

本市としても、農地利用を促進する視点から、耕作放棄

地を含め一団の農地を形成して、意欲ある農業者が規模の

大きい農業経営ができる取組を現在５地区で進めているほ

か、新規就農者・若手就農者の育成、昨年４月の「オーガ

ニックビレッジ宣言」に基づく有機農業体験会の開催な

ど、様々な角度から農業振興につながる施策を引き続き展

開していきたいと考えています。 

 

この度は、貴重なご意見をいただき、誠にありがとうご

ざいました。 

 

２ 
メー

ル 

金谷の童沢

親水公園 

いつもありがとうございます！ 

童沢が好きでいつもキャンプ等で利用させていただいて

おります。 

ですが最近外国人の溜まり場みたいになっており 

夜中までカラオケやったり好き放題です…... 

周りへの配慮がない行為が目立ちます。 

 

なので、無料ではなく有料にしていただいて管理人さん

とかいて頂き、誰でも安全に使用できるようにしてほし

いです。 

 

ご検討宜しくお願いします。 

この度は、市長への手紙をいただき、ありがとうござい

ます。御意見をいただきました「金谷の童子沢親水公園」

について回答いたします。   

 童子沢親水公園でのバーベキューやキャンプの利用につ

きましては、事前に電子申請による利用届を御提出いただ

き、利用ルールおよびマナーを守っていただくようお願い

しております。 

近年は外国の方の利用も増加していることから、〇〇様

からいただいた御意見を踏まえ、利用ルールやマナーが適

切に伝わるよう、外国語表記による注意看板を公園内に設

置いたします。あわせて、電子申請後の返信メールにも、

利用時の注意事項を明記するよう対応してまいります。  

なお、童子沢親水公園は、島田市普通公園条例に基づ

き、市が管理する公共の公園です。管理人が常駐して管理

を行う有料キャンプ場とは異なり、利用料金を徴収して運

営する施設ではないため、有料化は予定しておりません。 

今後も、より多くの皆様に快適に御利用いただける公園

となるよう努めてまいりますので、何卒御理解いただきま

すようお願い申し上げます。 

この度は、貴重な御意見をいただき、誠にありがとうご

ざいました。 

× 
建設課 

（36-7187） 

３ 手紙 

家庭教育学

級の運営負

担軽減と、

島田市長 染谷絹代 様 

 

日頃より、島田市政にご尽力いただきありがとうござい

ます。 

私は現在、〇〇小学校の家庭教育学級で役員を務めてお

この度は、市長への手紙を頂き、ありがとうございま

す。 

また、今年度、○○小学校の家庭教育学級の役員を務め

ていただき重ねてお礼申し上げます。 

○○様から頂きました「家庭教育学級の運営負担軽減

○ 

社会教育課 

（36-7963） 

 



時代に即し

た制度見直

しについて

（ 回 答 希

望） 

ります。 

 

活動に携わる中で感じたのは、「家庭教育を支援する制

度」であるはずの家庭教育学級が、現場では一部保護者

へ大きな負担を集中させている現状です。 

 

もちろん、保護者同士のつながりや、子育てについて学

び合う機会そのものには大きな意義があると感じていま

す。 

実際に、孤立しがちな子育ての中で、安心感や交流を得

られる場になっている面もあると思います。 

 

しかしその一方で、現代の共働き世帯中心の生活実態に

対し、現在の運営形態は大きく乖離しているように感じ

ます。 

 

役員は、講師調整、学校や市との連絡、学校内へ周知す

るための広報資料作成、出欠確認、アンケート集計、報

告書提出など、多くの事務作業を担っています。 

活動そのものよりも、「制度を維持するための運営業

務」に多くの時間と労力が費やされているのが実情で

す。 

 

特に感じている課題は以下の３点です。 

 

 

１．保護者負担と費用対効果のバランス 

講師調整、補助金申請、報告書作成等といったやり取り

のために、多くの保護者が仕事や家庭の時間を削ってい

ます。 

制度維持のための事務負担が過大になっているように感

じます。 

 

２．時代に合った学び方への転換 

現在は、家庭教育に関する情報をオンライン動画や AI、

SNS 等から柔軟に学べる時代です。 

社会教育課から、在宅学習も含めてご提案はいただいて

おりますが、対面集合型を前提とした運営のように感じ

ます。より自由度の高い参加形態も必要ではないでしょ

と、時代に即した制度見直し」について回答いたします。 

 

○○様のご指摘のとおり、現在は共働きの家庭が増え、

日々、仕事に家庭に御多忙な毎日を送っている保護者の皆

さんのお気持ちはお察し致します。 

またそのようなライフタイルの中で、時間を効率的に使

うことは重要であり、家庭教育学級の運営体制は、時代に

合った形に変えていく必要があると認識しました。 

 

一方で、○○様にも御理解いただいているとおり、家庭

教育学級については、保護者同士、または校長先生や担任

の先生とのつながりを作る機会として重要だと考えており

ます。役員の皆様にはご負担をお掛けしておりますが、行

政だけで運営するのではなく、保護者の皆様が主役となっ

て企画・運営していただくよう取り組んできたところで

す。 

 

確かに役員の方々にとって最初は不安で、打ち合わせな

ど、負担を感じるかと思いますが、例年、１年間の活動を

終えた学級長を含めた役員からは、「企画や運営は大変な

こともあったが、学級生がとても協力的で、学級生同士の

コミュニケーションのきっかけになった」、「計画を作る

まで、開講するまでは不安だったが、役員をやったことで

つながりが増えた」、「学校へ足を運ぶ機会が増え、学校

や先生方の雰囲気を知ることができた」等々の振り返りの

感想が寄せられております。 

 

今後、○○様から御提案を頂いた内容については、校長

先生や、長年、家庭教育学級の運営を支えていただいてい

る家庭教育学級アドバイザーと共有し、家庭教育環境の在

り方を含めて、見直しできるところは改善に努めていきた

いと考えております。 

この度は、貴重な御意見をいただき、誠にありがとうご

ざいました。 

 



うか。 

 

３．役員業務の簡素化と行政支援 

市推奨プログラムであっても、講師手配や事務処理の多

くを保護者が担っています。 

市が実施を推奨するのであれば、事務支援や手続き簡素

化など、行政側で負担軽減を図る仕組みが必要だと感じ

ます。 

 

また、既に市内では、昨年度の実施報告書より、少人数

学級の学校において、「学校役員の活動と家庭教育学級

の役員負担が重なり、今後さらに次年度以降の役員に負

担がかかってくるのではないか」という声も上がってい

ます。これは、現在の運用方法では、今後の運営継続が

困難である可能性を示していると考えます。 

 

児童数の少ない学校では、限られた保護者に役割が集中

し、同じ方が複数の役員を兼任せざるを得ない状況も生

じています。 

これは一部学校だけの問題ではなく、少子化・共働き化

が進む中で、今後さらに顕在化していく課題だと感じて

います。 

 

 

家庭教育学級は、本来「親子の関わり」や「家庭での学

び」を支えるための取り組みであるはずです。 

しかし現状では、一部の役員保護者に大きな運営負担が

集中し、その結果として、親子で過ごす時間や、保護者

自身の心の余裕が削られてしまっている側面がありま

す。 

 

「家庭教育を支援する制度」であるにもかかわらず、そ

の運営によって家庭の時間が圧迫されてしまっては、本

末転倒ではないでしょうか。 

 

このままでは、役員の担い手不足がさらに進み、制度継

続そのものが難しくなることを危惧しています。 

 

家庭教育支援は大切な取り組みだからこそ、現在の保護



者世代が無理なく参加できる形へ見直していただきたい

です。 

 

例えば、 

 

・希望校のみ実施する完全任意制 

・提出書類の大幅削減 

・デジタル化による事務簡素化 

・市側による事務支援の拡充 

 

など、持続可能な形への転換をご検討いただけますと幸

いです。 

 

つきましては、現在の家庭教育学級の運営負担につい

て、市としてどのように認識されているのか、また今

後、制度や事務負担軽減について見直しを検討される可

能性があるのか、ご回答をいただけますと幸いです。 

 

現在、役員を務め経験している一保護者として、率直な

意見をお伝えさせていただきました。 

より良い島田市の教育環境づくりにつながることを願っ

ております。 

 

よろしくお願いいたします。 

○○ 

４ 
メー

ル 

トラック中

継輸送の拠

点整備 

5月 14日（木）の静岡新聞紙面に標記の記事が載ってい

ました。「改正物流効率化法が成立、国交省は 2030 年

度までに全国 20 拠点の認定を目指す。中継拠点の認定

制度を年内にも創設」とありました。そこで、候補地と

して 2 カ所を推薦します。一カ所目は、 新東名高速道

路 島田金谷インター西側(カドデオオイガワ西側)は耕

作していない土地が広くあり、まさに拠点として好立地

な場所だと考えました。 2 カ所目は、大井川沿いで新

東名高速道路沿いの牛尾山。山頂部は平らに広がってお

り、周りから隔離された環境です。現在、住宅地として

整備しているようですが、住宅地ではなく、こここそ日

本の物流の拠点としたい場所です。日本の物流網の持続

可能性を高めるうえでも、災害時には救援物資の受け入

れを担う拠点化など、自治体が絡らんで積極的に前に進

御意見いただきました「トラック中継輸送の拠点整備」

について、回答いたします。 

このたびは貴重な御提案をお寄せいただき誠にありがと

うございます。 

○○様からKADODE OOIGAWA西側の土地の活用について御

提案いただきました。 

当該地域は農業振興地域の農用地区域（青地）に指定さ

れており、地域農業の振興に資する用途に活用されること

が前提となっております。そのため、当該土地はその性質

上、物流拠点としての開発には適さない土地であると考え

ています。 

次に、牛尾山についての御提案ですが、こちらは「新東

名島田金谷インターチェンジ周辺地区計画」における土地

利用の方針として「産業活性化ゾーン」に指定していま

× 

企業立地推進

課 

（36-7125） 



めて欲しい施策事業だと考えます。島田市長から、日本

に向けてのメッセージを強く発信して頂きたく、 

ご提案致します。 

す。本市では交通結節点としての特性や大井川流域の恵ま

れた地理的条件を活かし、新しい産業の創出を目指す地域

と位置付けています。物流拠点としての可能性も含め、地

域経済の発展に資する企業誘致を進めてまいります。 

お示しいただいたいずれの地域も、本市の発展のための

貴重な資源と捉えております。 

引き続き、地域や企業の皆様との連携を図りながら、島

田市のより良い未来を共に築き上げていきたいと思います

ので、今後とも御意見、御提案がございましたら、遠慮な

くお寄せいただければ幸いです。改めまして、このたびは

貴重な御意見を賜り、心よりお礼申し上げます。 

５ 手紙 

かなうぇる

の職員につ

いて 

私は以前、かなうぇるの管理室で働いていた、元シダッ

クス株式会社の障害者雇用で働いていたものです。保育

ルームの前の管理室でのお仕事で、子供たちとふれあえ

る場所なので、子供好きで保育士を目指したものとして

は、大変ありがたい環境でした。 

が、当時、かなうぇるの課長という方から、会議にて、

「子供たちの声がうるさい。大和リースとシダックスで

何か方法を！」というお声をいただきました。私として

は、そういう施設なので、声も音もきこえてしかたない

と思いました。だから、そういうことを平気で言えてし

まう人員を配置するのは、どうかと思いました。 

市民のためにと、一生懸命働いて下さっていると思って

いた、一庶民としては、大変残念で、税金の支払いに

も、痛みをともないます。 

雑な書き方、字で申し訳ありませんが、お聞き届けいた

だきたく、ペンを持ちました。 

〇〇 

 この度は、市長への手紙をいただき、ありがとうござい

ます。 

御意見いただきました「かなうぇる職員について」につい

て、回答いたします。 

 

金谷地区生活交流拠点「かなうぇる」は、金谷地区の新

たなシンボルとして、令和５年 10 月にオープンした複合施

設です。本施設は、子どもから高齢者まで幅広い世代の

方々が交流する場として設計されており、世代を超えたつ

ながりを生むことを目的としています。 

 

さて、○○様からご指摘いただきました「かなうぇるの

課長が、会議の場で『子供たちの声がうるさい、大和リー

スとシダックスで何か方法を！』と発言した」という件に

ついて、当該発言者および会議出席者への聞き取りを行い

ました。 

 

御指摘の発言について会議録や聞き取り結果を精査した

ところ、「かなうぇる」の管理室からエントランスホール

側の様子が見渡せないため、施設管理上の懸念があること

が議題として話し合われていたことが確認されました。 

また、管理室からエントランスホール側の状況が把握し

づらいため、一部利用者の安全管理が十分ではないとの指

摘がありました。特に小学生が走り回ることで怪我をした

り、他の利用者（特に高齢者）との接触事故が発生したり

する可能性が懸念されたことが背景にあります。 

 

一方で、「子供たちの声がうるさい」という発言につい

― 

金谷地域総合

課 

（46-3566） 

人事課 

（36-7135） 

資産活用課 

（36-7124） 



ては、会議録及び出席者の証言からは確認されませんでし

た。○○様にそのような内容が伝えられた経緯につきまし

ては詳細が不明ではございますが、当該事実は確認できま

せんでした。 

かなうぇるは、多様な方々が利用する施設であることか

ら、利用者間の相互配慮が必要不可欠です。これを踏ま

え、「安全性を確保しつつ、利用者が快適に過ごせる環境

を整える」という、施設管理を担う事業者として果たすべ

き責務について市と事業者との間で改めて確認し、適切な

施設管理の実現に努めてまいります。 

 

この度は、貴重な御意見をいただき、誠にありがとうご

ざいました。 

６ 
メー

ル 

デジタルマ

ネー等の施

策よりも、

部活動地域

移行の迅速

な情報開示

による子育

て世帯への

経済支援を

求めます 

島田市内に在住する、小学 6 年生の保護者です。 

現在、市が進めている「中学校の部活動の地域移行（特

にサッカー部）」の進捗と情報開示の遅さについて、子

育て世帯のリアルな危機感を市長へ直接お届けしたく、

お便りいたしました。 

現在、民間クラブチームの体験会やセレクションのスケ

ジュールは、まさにこの夏（6 月〜8 月）にかけて本格

化し、秋にはメンバーが確定してしまいます。民間チー

ムへ進学する場合、高額な月謝や入会金など、家庭への

経済的負担は非常に大きくなります。 

「プロを目指すわけではなく、中学でも楽しくスポーツ

を続けさせたい」と考えている親としては、市が準備し

ている地域クラブの具体的な受け皿や費用の詳細が分か

らないままだと、不安から高額な民間チームへ申し込ま

ざるを得なくなります。結果として、「行政の情報開示

が遅いせいで、市民が余計な大出費を強いられる」とい

う本末転倒な状況に直面しています。 

目先のデジタルマネーや給付金を何千円分かバラまく施

策よりも、こうした子育て世帯の毎月の家計・生活設計

に直結する教育環境の情報を 1 日でも早く開示していた

だくことこそが、最も実質的で効果的な経済支援（子育

て支援）になると確信しております。 

新設された「地域クラブ活動推進室」において、民間の

セレクションが始まるこの夏までに、費用の目安や活動

日数などの「保護者が比較・検討できる材料」を迅速に

市民へ開示・説明するよう、市長のリーダーシップで役

この度は、市長への手紙をいただき、ありがとうござい

ます。 

お問い合わせいただいた「デジタルマネー等の施策より

も、部活動地域移行の迅速な情報開示による子育て世帯へ

の経済支援を求めます」について、回答いたします。 

 

現在、本市では中学校部活動から地域クラブへの地域展

開の準備を進めております。民間クラブチームの体験会や

セレクションが本格化する時期に合わせ、「地域クラブの

活動日数や費用の詳細を早く知りたい」という声もいただ

いているところです。 

現在、新設された「地域クラブ活動推進室」において、

保護者の皆様が民間チームと比較・検討できるよう、具体

的な受け皿や費用の目安等を取りまとめています。準備が

整い次第、夏休み明けを目途にホームページや学校からの

お便り等を通じて速やかに公表いたします。迅速な情報開

示に努めてまいりますので、今しばらくお待ちください。 

○ 
学校教育課 

（36-7955） 



所全体を動かしていただけないでしょうか。 

現場のスピード感に合わせた、迅速な情報開示を強く要

望いたします。 

 


